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勤
保
育
士
と
市
民
課
の
非
常
勤

職
員
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
任
期
付
職
員
で
の
採
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
担

任
持
ち
の
非
常
勤
保
育
士
は
現

在
40
人
い
ま
す
が
、
来
年
度
の

ク
ラ
ス
数
等
が
確
定
し
て
い
な

い
た
め
、
保
育
士
の
採
用
数
は

ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

市
民
課
の
職
員
は
、
10
人
程
度

の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
こ
れ
ま
で
非
常
勤
職
員
で

対
応
し
て
い
た
ク
ラ
ス
担
任
持

ち
の
保
育
士
や
市
民
課
窓
口
職

員
が
常
勤
職
員
と
な
り
、
保
育

及
び
市
民
課
窓
口
業
務
の
更
な

る
充
実
が
期
待
で
き
る
。

反
対
公
務
の
能
率
的
運
営
の
た

め
と
言
え
ば
何
で
も
認
め
ら
れ

て
し
ま
う
。
任
期
を
限
る
の
で

は
な
く
、
正
規
雇
用
を
当
た
り

前
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

●
市
営
住
宅
の
入
居
要
件
を

　

緩
和

（
第
51
号
議
案
）

　

31
年
１
月
か
ら
大
塚
住
宅
と

力
川
住
宅
の
２
カ
所
の
市
営
住

宅
で
、
60
歳
以
上
の
方
や
身
体

障
害
者
な
ど
安
定
し
た
住
宅
確

保
の
必
要
な
方
が
１
人
で
も
入

居
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
の
際
に
必
要
な

連
帯
保
証
人
を
２
人
か
ら
１
人

と
し
、
災
害
そ
の
他
特
別
の
事

情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合

に
は
、
猶
予
ま
た
は
必
要
な
し

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

●
経
済
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

単
身
者
向
け
住
宅
の
増
加

に
よ
る
家
族
向
け
住
宅
の
減
少

を
不
公
平
と
感
じ
る
方
に
対
し

て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

募
集
を
か
け
て
も
複
数
の

住
宅
で
空
室
が
埋
ま
ら
な
い
状

況
で
す
。
ま
た
、
単
身
入
居
を

可
能
と
す
る
住
宅
は
限
定
し
て

お
り
、
家
族
向
け
の
住
宅
が
全

く
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
影
響
は
少
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
運
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設

（
第
54
号
議
案
）

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、

11
月
か
ら
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

内
に
運
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。
利
用
で
き
る

方
は
特
定
保
健
指
導
該
当
者
な

ど
一
定
の
条
件
が
あ
り
、
使
用

料
は
１
回
２
百
円
で
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

運
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
数
は
ど
の
く
ら
い
を

見
込
ん
で
い
る
か
。

答　

１
日
最
大
80
人
程
度
の
利

用
を
想
定
し
て
お
り
、
稼
働
率

等
を
勘
案
す
る
と
、
年
間
で
１

万
２
千
５
百
人
の
利
用
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

問　

運
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
小
中
学
生
や
高
齢
者
も
利

用
可
能
か
。

答　

肥
満
の
方
や
血
糖
値
の
高

い
方
な
ど
を
対
象
に
し
て
お
り
、

年
齢
制
限
は
特
に
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

そ
の
他
の
議
案

●
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

（
第
57
号
議
案
）

　

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
地
区
に
お
け

る
未
利
用
地
の
開
発
を
促
進
す

る
た
め
、
海
陽
町
地
内
の
土
地

を
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
と

交
換
し
ま
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
こ
れ
ま
で
に
海
陽
町
地
内

で
は
、
海
陽
多
目
的
広
場
の
整

備
、
ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ
ス
の
集

客
等
に
よ
り
賑
わ
い
が
創
出
さ

れ
た
。
今
後
も
民
間
所
有
地
で

の
新
た
な
事
業
展
開
に
よ
り
大

き
な
変
化
が
期
待
さ
れ
、
土
地

交
換
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

反
対
市
、
県
企
業
庁
、
ト
ヨ
タ

の
３
者
協
定
に
よ
り
、
交
換
後

の
市
の
土
地
は
企
業
庁
に
開
発

用
地
と
し
て
無
償
譲
渡
さ
れ
、

開
発
の
費
用
負
担
は
特
別
な
扱

い
が
さ
れ
る
。
公
平
な
行
政
と

は
言
え
ず
、
情
報
公
開
と
説
明

責
任
が
基
本
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
説
明
し
な
か
っ
た
市
の
対

応
は
批
判
に
値
す
る
。

反
対
市
か
ら
企
業
庁
へ
の
土
地

の
無
償
譲
渡
は
議
決
が
必
要
な

い
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
議
決
が
な
け
れ
ば
、
市
民

は
自
分
た
ち
の
財
産
の
処
分
を

知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

大
企
業
や
県
を
優
先
し
、
市
民

の
暮
ら
し
を
置
き
去
り
と
す
る

こ
と
に
反
対
で
あ
る
。

市営大塚住宅

会計名
（補正号数） 補正の主な内容 補正額 補正後の

予 算 額

一般会計
（第３号）

保育園木造園舎補強工事費
	 6,313 万 8 千円

3億 7,339
万円

279 億 5,034
万円

地籍調査素図等作成委託料
	 238 万 2 千円

市道拾石五反田５号線改良	
事業費	 742 万円

教育文化振興基金積立金
	 45 万円

教育施設整備事業基金積立金
	 3 億円

一般会計
（第４号）

ユトリーナ蒲郡浴室用砂ろ過
装置等修繕費	 1,497 万円 1,497 万円 279 億 6,531

万円

介護保険事業
特 別会計
（第１号）

介護保険事業基金積立金
	 2 億 3,083 万 9 千円 2億 8,898

万円
62 億 4,638

万円国庫支出金等返還金
	 5,814 万 1 千円

病院事業
会　　計
（第 1号）

資本的支出
医療器械備品購入費	6,000 万円 6,000 万円 9億 8,330

万円

■ ９月定例会で議決された平成29年度補正予算


